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Ⅱ 文化財保存・管理事業 

 

１ 文化財保護審議会 

 

 (１) 文化財保護審議会の開催 

  第１回  開催日：平成 28 年８月 30 日（火） 

   内 容：市指定文化財候補物件の現地視察及び現物確認。 

  第２回  開催日：平成 29 年１月 24 日（火） 

   内 容：市指定文化財候補の「銅造虚空蔵菩薩像懸仏」及び「平野のエドヒガンザアク

ラ」の諮問。その他の指定候補文化財の検討。 

 

 

 

２ 指定文化財整備事業 

 

 (１) 史跡「富士山」整備事業 

   史跡「富士山」（平成 23 年２月７日指定）について、史跡富士山整備委員会の指導を

受けながら、史跡整備事業を実施した。また、便益施設及び史跡内の管理（草刈り等）に

ついては地元の地域団体等に委託して実施した。 

 

  ア 史跡富士山整備委員会の開催 

   第１回 開催日：平成 28 年９月５日（月） 

       内 容：平成 28 年度の調査・整備事業計画（山宮浅間神社の整備、人穴富士

講遺跡の調査と整備、村山浅間神社の整備）の説明。 

           事業計画の検討。 

   第２回 開催日：平成 29 年３月 16 日（木） 

       内 容：平成 28 年度の調査・整備事業の報告・説明（山宮浅間神社の整備、

人穴富士講遺跡の調査と整備、村山浅間神社の整備。）。 

           平成 29 年度の調査・整備事業計画の説明（人穴富士講遺跡の調査・

整備、村山浅間神社の調査、富士山本宮浅間大社の整備）。 

           事業計画の検討。 

 

  イ 史跡富士山整備委員会委員の改選 

    平成 28 年８月 31 日で史跡富士山整備委員会委員の任期が満了となり、委員全員が継

続して就任した。 

 

 

 

 



 

  ウ 各構成資産の調査・整備

 

   (ア) 山宮浅間神社整備事業

     拝殿・本殿がなく富士山を直接遥拝する古代からの富士山祭祀の形態を留めている

とされる山宮浅間神社について、

列の説明板設置等を行った。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (イ) 人穴富士講遺跡整備事業

     人穴富士講遺跡にある富士講の開祖長谷川角行が修行したとされる溶岩洞穴「人穴」

について、崩落の危険がある入り口付近の岩盤を接着する整備工事を行った。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (ウ)  人穴富士講遺跡調査

     人穴富士講遺跡に碑塔を建立した富士講講社の存続状況や各地に残る資料について、

平成 27 年度に実施した調査の補足調査を実施した。この成果は、平成

人穴富士講遺跡の調査成果と合わせ、『史跡富士山

してまとめ、刊行した。

 

 

 

写真５ 柵の補修

写真７ 岩接着工
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各構成資産の調査・整備 

整備事業 

拝殿・本殿がなく富士山を直接遥拝する古代からの富士山祭祀の形態を留めている

とされる山宮浅間神社について、遥拝所を囲む侵入禁止柵の補修や、照明の設置、

等を行った。 

人穴富士講遺跡整備事業 

人穴富士講遺跡にある富士講の開祖長谷川角行が修行したとされる溶岩洞穴「人穴」

について、崩落の危険がある入り口付近の岩盤を接着する整備工事を行った。

人穴富士講遺跡調査 

人穴富士講遺跡に碑塔を建立した富士講講社の存続状況や各地に残る資料について、

年度に実施した調査の補足調査を実施した。この成果は、平成

人穴富士講遺跡の調査成果と合わせ、『史跡富士山 人穴富士講遺跡調査報告書』と

してまとめ、刊行した。 

柵の補修 写真６ 説明板

岩接着工 写真８ 岩接着工

拝殿・本殿がなく富士山を直接遥拝する古代からの富士山祭祀の形態を留めている

を囲む侵入禁止柵の補修や、照明の設置、石

人穴富士講遺跡にある富士講の開祖長谷川角行が修行したとされる溶岩洞穴「人穴」

について、崩落の危険がある入り口付近の岩盤を接着する整備工事を行った。 

人穴富士講遺跡に碑塔を建立した富士講講社の存続状況や各地に残る資料について、

年度に実施した調査の補足調査を実施した。この成果は、平成 25 年度以降の

人穴富士講遺跡調査報告書』と

説明板 

岩接着工 



 

  表１ 富士講現地調査一覧

No 調査日 

１ 
６月 30 日～ 

７月１日 
山梨県富士吉田市

２ ７月 15 日 富士宮市人穴

３ ９月１日・２日 
東京都清瀬市、埼玉

県加須市・鴻巣市

４ ９月 28 日 東京都東久留米市

５ 
10 月 27 日～ 

28 日 

栃木県足利市・佐野

市、群馬県邑楽郡板

倉町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   (エ) 村山浅間神社サイン

     富士山における修験道の拠点となっていた村山浅間神社

の説明板を設置した。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真 11 説明板（碑伝木）

写真９ 丸嘉講田無組中里講社の祭礼

（中里の火の花祭り）
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富士講現地調査一覧 

調査地 調査内容 

山梨県富士吉田市 
山梨県富士吉田市の開山祭に集まる富士講に対

し、聞き取り調査を実施。 

富士宮市人穴 扶桑教の人穴参拝の調査。 

東京都清瀬市、埼玉

県加須市・鴻巣市 

丸嘉講田無組中里講社の関係資料（古文書・民

俗行事）、埼玉県に残る富士山信仰に関連する

石造物について調査を実施。

東京都東久留米市 
丸嘉講田無組下里講社の関係資料（古文書等）

調査、講員への聞き取り調査を実施。

栃木県足利市・佐野

市、群馬県邑楽郡板

 

群馬県・栃木県に残る富士山信仰に関連する石

造物について調査を実施。 

サイン整備事業 

富士山における修験道の拠点となっていた村山浅間神社の大日堂について、

した。 

説明板（碑伝木） 写真 12 プレート（仏像名）

丸嘉講田無組中里講社の祭礼 
（中里の火の花祭り） 

写真 10 扶桑教の人穴参拝

 

山梨県富士吉田市の開山祭に集まる富士講に対

 

 

丸嘉講田無組中里講社の関係資料（古文書・民

俗行事）、埼玉県に残る富士山信仰に関連する

石造物について調査を実施。 

丸嘉講田無組下里講社の関係資料（古文書等）

調査、講員への聞き取り調査を実施。 

群馬県・栃木県に残る富士山信仰に関連する石

 

大日堂について、仏像等

プレート（仏像名） 

扶桑教の人穴参拝 



 

 

 

 (２) 名勝及び天然記念物「白糸ノ滝」整備事業（

   世界遺産富士山の構成資産となった名勝及び天然記念物「白糸ノ滝」の整備を整備基本

計画に基づいて実施した。整備に際しては、文化庁の指導のもと、学識経験者から成る整

備委員会で整備内容の協議を重ねて進めた。

   白糸の滝の左岸、滝壺へ降りる階段の斜面の崩落の恐れのある岩盤について、樹脂製接

着剤で固定する岩接着工を行い、来訪者の安全を確保した。また、平成

28 年度にかけて実施してきた白糸ノ滝の整備事業についてまとめた、『白糸ノ滝整備報

告書』を刊行した。 

   また、便益施設及び指定地内

施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (３) 史跡「大鹿窪遺跡」整備事業

   史跡「大鹿窪遺跡」（平成

検討するため、史跡大鹿窪遺跡整備基本計画策定委員会を開催した。また、史跡管理のた

め、指定地（約 6,600 ㎡）の草刈を地元区に委託して実施した。

 

  ア 史跡大鹿窪遺跡整備基本計画策定

  第１回  開催日：平成 28

   内 容：整備基本計画の検討。平成

  第２回  開催日：平成 29

   内 容：平成 28 年度発掘調査結果の報告。平成

の説明。今後の整備事業の検討。

 

 

 

 

 

写真 13 白糸ノ滝
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名勝及び天然記念物「白糸ノ滝」整備事業（企画部富士山世界遺産課主管事業）

遺産富士山の構成資産となった名勝及び天然記念物「白糸ノ滝」の整備を整備基本

計画に基づいて実施した。整備に際しては、文化庁の指導のもと、学識経験者から成る整

備委員会で整備内容の協議を重ねて進めた。 

左岸、滝壺へ降りる階段の斜面の崩落の恐れのある岩盤について、樹脂製接

着剤で固定する岩接着工を行い、来訪者の安全を確保した。また、平成

年度にかけて実施してきた白糸ノ滝の整備事業についてまとめた、『白糸ノ滝整備報

指定地内の管理（草刈り等）については、地元の業者に委託して実

史跡「大鹿窪遺跡」整備事業 

史跡「大鹿窪遺跡」（平成 20 年３月 28 日指定）について、適正な保全・公開・活用を

検討するため、史跡大鹿窪遺跡整備基本計画策定委員会を開催した。また、史跡管理のた

㎡）の草刈を地元区に委託して実施した。 

基本計画策定委員会の開催 

28 年９月７日（水） 

容：整備基本計画の検討。平成 28 年度発掘調査の説明。史跡活用事例の説明

29 年１月 24 日（火） 

年度発掘調査結果の報告。平成 29 年度発掘調査報告書作成の事業計画

の説明。今後の整備事業の検討。 

白糸ノ滝 写真 14 岩接着工

富士山世界遺産課主管事業） 

遺産富士山の構成資産となった名勝及び天然記念物「白糸ノ滝」の整備を整備基本

計画に基づいて実施した。整備に際しては、文化庁の指導のもと、学識経験者から成る整

左岸、滝壺へ降りる階段の斜面の崩落の恐れのある岩盤について、樹脂製接

着剤で固定する岩接着工を行い、来訪者の安全を確保した。また、平成 24 年度から平成

年度にかけて実施してきた白糸ノ滝の整備事業についてまとめた、『白糸ノ滝整備報

の管理（草刈り等）については、地元の業者に委託して実

日指定）について、適正な保全・公開・活用を

検討するため、史跡大鹿窪遺跡整備基本計画策定委員会を開催した。また、史跡管理のた

年度発掘調査の説明。史跡活用事例の説明 

年度発掘調査報告書作成の事業計画

岩接着工 


